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1　北アメリカ先住民のモハーベ族にはベルダーシュが報告されている。身体は男
性で女性の仕事をしたり服装をしたりする人はアリハと呼ばれ、身体が女性の同様の人はフワメと呼ばれる。本稿はアリハを主たる対象として、デヴルーや他の研究者 資料に基づき、その社会的地位とジェンダー的地位を考察する。社会的地位については、民族誌に記述されている日常の様子の観察に依る。ジェンダー的地位の資料は、神話とイニシエーションの二つである。
　アリハの存在は神話的伝承に基礎付けられている。モハーベ社会の創造神 、
生まれた男の子に女の名を付け、女のものや生活を好む特別な能力の子として、人々に知らせた。アリハがモハーベ社会で独特な役割 公的に果た 儀礼も、同じように神話にその起源をたどることができる。
　アリハは夢見によっていわば運命付けられており、はじめからそういう人とし
て生まれていると人々 は信じられて 。アリハにはイニ エーションが
が、それは先天的傾向の確認と、そういう人としてのその人の地位の社会的認知の二つの意味を持つ。
　アリハのイニシエーションは、普通の男女のイニシエーションと関連させて理
解させなければならない。デヴルーによれば女の成熟儀礼に対応する男の儀礼がある。思春期の少年が鼻中隔に穴を開け棒などを通し、その儀礼の際に遠出 早駆けをすることがそ である。男子の性的能力の強化儀礼と理解できる。アリハはこの儀礼を受けない。このことから、思春期に少年はアリハ 普通の男という互いに異なる（ジェンダー的）地位に、これら儀礼 よって分けられると理解できる。
　しかし、日常社会でのアリハの地位は軽侮と幾分の恐れの両方を受ける点で微
妙で曖昧である。頭皮踊りの儀礼での役割も考えると、日常の地位のカテゴリーではなく、非日常的な地位としてアリハを考えるべきである。
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１　目的
　本論文は、北アメリカ先住民の一部族であるモハーベ族のベルダーシ
ュ、特にアリハといわれる、身体的には男性で、社会的には女性を演じる人の社会的地位とジェンダー的地位を考察することを目 とする。
　いくつかのアメリカ先住民部族では、 ベルダーシュの性生活について、
旅行者や開拓者や宣教師などによる断片 な観察や伝聞は れまでそれなりに残っているものの、訓練を受けた人類学者が自ら調査して資料を集めたことがなかった。これ 対してモハーベについては、その時点で可能な限りの調査をして、具体的な詳細に至るまで報告があることが、やはり研究史上それを特別な地位においている 思 。資料としては、 主としてデヴルーのものによる （
D
evereux, 1937, 1949, 1950, 1961 ） 。
デヴルーの事例報告は間接的な伝聞による報告である。しかしやはり貴重な例として検討に値する。
２　アリハやフワメの特徴
　デヴルーは次のようにアリハ（
alyha: ）とフワメ（
hw
am
e: ）を定義し
ている。 「男性で女装を 性交 おいて女 役割 取 も はアリハとして知られている。女性の
h
（（
（
om
osexual で性交において男性の役割を取
るものはフワメとして知られている（
D
evereux, 1937:500 ） 。 」それぞれ
の相手となる男女はいずれも
hom
osexual とは考えられていないとも述
べている。本稿ではアリハを考察の対象とする。フワメは相対的に情報
が少ないので、同等のレベルで分析できないと考えるからである。ただ、フワメと対比することでアリハの特徴が明瞭になる限りで、必要に応じてフワメにも言及 。
２
―
１　行動
　モハーベ族のベルダーシュが人類学資料の中でユニークな位置を占め
るのは、 デヴルーが詳しく報告した彼らの性生活に依るところが大き 。一言で言えば反対の性の行動を可能 限り演じようとすることである。アリハならば女性の身体的、生理的パターンを真似る。そして女性として扱われることを要求する。社会的には人々が（例えばデヴルーに）英語で話していて、アリハに言及するとき 代名詞として
she
を用い、
フワメに言及するときには
he
を用いるのが普通である。身体的なこと
では、例えば性器各部を男性性器の名で呼ばれることはアリハ当人は好まず、言い換 をする。ペニス→クリトリス、睾丸→大陰唇、肛門→膣などのようにである。ただし、身体的な例外状態はないとされている。つまり、間性（
intersex, 半陰陽）的な状態などはなく、普通の男性の外
性器を持つ。フワメも同様で、例えば陰門を有していることに言及ることを嫌がる しかし、男性の性器に対応したことばを使うように他に要求するわけではない。
　アリハやフワメをからかうときには、この点を突くやり方がある。わ
ざと彼らの性本来のことばを使うの ある。ただし、デヴルーは、人々はベルダーシュをからかうこと しないと書 ているので、程度や頻度
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はそう深刻なものではないと思われる。
　このほかにもアリハの性行為や、月経を演じる様子や、人類学資料の
中でモハーベ族を有名にしている疑似妊娠（妊娠・出産を演じること）などが彼の報告の中にはある（
D
evereux, 1937 ） 。しかし今回は紙幅の制
限で詳細は省き、彼ら本来の身体的な性とは反対の性の行動を可能な限り演じようとする傾向があることだけをここで 強調しておく。
　求婚の場合には、アリハは普通の女と同じ扱いを受けることはないよ
うだ。モハーベの求愛、パートナー探求 行動および婚姻関係は、形式張らないものであることが際だった特徴である。普通の場合、男は少女の家に行き、一晩か二晩性関係 持たずに脇 寝て、それから自分の家に少女を連れてくる。一緒に暮らし始めればそれが社会的 は結婚 あり、結婚に特別な儀礼は伴わない。そこに至るまで 、および同居生活における、男 の性関係は互いの拘束が弱く 共に暮らしてい 男女うちいずれかが家を出て他の人と暮らし始めれば そ は離婚 と同時に新たな結婚の成立である。
　ところがアリハにはこのような普通の少女に対するような求愛の仕方
を男たちは取らな 。アリハは未亡人や離婚した女や「ふしだらな女（kam
aloy, kam
alo:y ） 」に対するように、踊りなどの集会の場で求婚され
る。 男の側からでもアリハの側からでも求愛のいちゃつきは開始される。それ以外の何気ない出会いの場でもこのような結合に至ることが
　結婚した後は良い妻になる。良い妻であるとは、料理など 家事をよ
くして、所帯をきちんと維持することである。ところが若い女は家に落
ち着かず浮気も頻繁なので、男は不満を持つ。若い女では家庭として安定しないのである。それで、若くはない女たちと敢えて結婚する男たちも多いという。女は年齢的なハンディキャップ 補うために料理をして夫を満足させるなど、居心地の好い所帯にする努力 するからである。アリハもそう う立場にあるのである。
　しかし、良い妻であるということの中に、子供を育てたりすることは
含まれないようだ。モハーベ族は子供好きな人々であり、家族の枠は排他的ではないので、身近な関係者や場合によっては他人の子供でも大事に育てるといわれている。擬似的な妊娠を演じたりす のにもかかわらず、アリハは母親役割は取らないらしい。
２
―
２　アリハへの道
　このような行動上の特徴を示すアリハは、どのようにして社会的に認
知されるようになるのであろうか。ある はアリハと ての地位はどように成立するのであろうか。
　アリハになるような人は、誕生以前から特別な経験をしていると思わ
れている。モハーベは胎児も夢を見ると考えて て、妊娠六ヶ月くらになると胎児は意識を持ち、自分の将来 運命の夢を見るとされる（D
evereux, 1937:501 ） 。つまりアリハの夢を見る。母親もお腹にいる子
の性別の夢を見る。男や女 そ ぞれ特徴的な道具や品物、例えば男なら矢など、女ならビーズなどの夢を見 と、それが子の性別を示すものとされる である。
4跡見学園女子大学文学部紀要　第 42 号　2009 　生まれて暫くは子供に特に変わったことはなく、将来のあり方を窺わ
せるようなものはない。しかし、特異な傾向性は性的な成熟が始まる前には明瞭になっている。具体的な記述はデヴルーに ないが、遊び める頃 女の子と遊ぶことを好んだり、男の子のおもちゃを喜ばなかったりすることがあるのであろう つまり後に示す起源神話で述べられているような特徴が出 のであろう。後の生活に関連 る重要な特徴は、反対の性の仕事に興味を持つことであ 男の子は家事など 女の仕事に関心を持つ。男の仕事 好まないの 、大きくなってから 戦闘に参加したりはしない ただし女の子 場合は、大きくなって男と同じような行動を取っても、 部族指導者になることと戦闘に参加することはない。
　アリハは幼いとき（思春期以前）にのみ、アリハとして承認されるイ
ニシエーション儀礼を受けることができる。デヴルー インフォーマントの一人が、成人の男でも肛門性交 受け身の役割をしている が分かった場合は儀礼を受けさせられると言っ が、 主張は他ォーマン たちに一致して否定されたと う（
D
evereux, 1937 ） 。これら
は後に通過儀礼に関連して改めて議論するが アリハ 本質に関わ 大変重要な点である。なお、子供 産んだ後フワメにな 女性がいるともいわれているが、逆にフワメになった後に子供を産んだ例は いとされている。
　これに関係して、アリハは元に戻ることができるか、つまりアリハで
はない普通の男に戻ることが き かは重要な問題になりうる。以下の儀礼の分析でも考察するが、儀礼を受け アリハ（やフワメ）をやめ
ということは理論的に考えにくく、そういうカテゴリーの人として死ぬのであろ と思われる。その場合、どのよ な葬儀がなされるのか興味のあるとこ であるが、この点はあたかも調査から漏れたかのように、情報がない
（（
（
。フワメもアリハと同様の成人儀礼を受けるとされてはいて
も、実際に受けた事例は報告 ない であるが デヴルーの事例研究フワメは、フワメとして女をつなぎ止めておくことができなく ってからは、あたかも自分で死を招 てい かのような破滅的な（シャ マンに特有な）行動を取って、その結果男たちに殺されてい （
op. cit. ） 。ア
リハ ついてはこのような報告はないが、フワメに比し 境遇 大きな差があると想像する理由 考え く 。
３　ベルダーシュの神話と通過儀礼
　これまでの他の部族のベルダーシュの分析でも明らかなように （
cf. 藤
崎
2003, 2007a, 2007b ） 、その社会の「人のカテゴリー」を考えるのに起
源神話を参照するのは得るところが多い。モハーベの起源神話（というより社会の様々な決まりやあり方を定める制定神話
institutional m
yths
ともいうべき性質のものである。制定神話という表現 、
kroeber, 
1972:17 ）は、クローバーの報告（
kroeber, 1948, 1972 ）に収められてい
る。
３
―
１　フワメの神話
　クローバーが記録した神話には、アリハとフワメ 双方について言及
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があるが、フワメが先に触れられている。あたかもフワメがモハーベの世界に先に存在したかのようでもあるが、そうであると判断すべき根拠は、そのエピソードが出てくる「語り」にはない ま 、アリハにはそれが存在する 至った過程と儀礼が神話の中で詳しく述べられているが、フワメにはない。
　しかし、クローバーが実質的にフワメであると判断した
N
yohaiva
の
神話がある。それ 「頭皮踊り（
scalp dance ） 」の制定の神話であって、
その文化的慣行を始めたのが
N
yohaiva
なのである。その頭皮踊りの中
ではアリハがはっきりと重要な祭司的役割をすること 示されてい 。この点 改めて後ほどアリハの呪術的機能を考えるとき取り上げる。
３
―
２　アリハの神話
　クローバーが
N
yavarup
というシャーマンから聞き取った神話は原文
にするとかなり長い（
kroeber, 1972:17- 20 ）ので、それに基づいて簡潔
に要約したロスコーの紹介（
R
oscoe, 1998:137- 38 ）に依り、クローバー
の原文を参照しながら要点を失わない限りさらに簡略にして本論文での資料としたい。以下引用文中 括弧内 筆者の補足である。「神話は神聖な
A
vikw
am
e
山にある
M
astam
ho
の家で始まる。神であ
る
M
astam
ho
のまわりの定められた場所に四人の女が座っている。シ
ャーマンであり指導者である者、
kam
aloy （性的に放縦な女を意味す
ることば） 、子を産もうとしている女、そして産婆である
（（
（
。
M
astam
ho
の指示で子供は生まれた。子供はそこに横たわって周りを見回していた。
M
astam
ho
は女たちに子供に手を出さないで下がっているよう指
示する 沢山のことを知っていて、指導者になるであろう子であるという。赤子は瞬きしながらあちこち見て、 『私は名前がほしい。私 どう呼ぶつもりか 』と尋ねた。
M
astam
ho
は『この子は男の子だ。しか
し、少年の名でも成人 男 名でもなく、少女の名を与えようと思う。私は彼を
H
atsinye- hai- kw
ats’ise （小さな女の子の医者）と呼ぶ。 』と
言った。
M
astam
ho
は子供を抱き上げ、女たちにこの子について何で
も語るので、語ることは全て学んでもらいたいと言う。彼は歌い、子供を両手に乗せて片方から他方へ（交互に）揺すった。四人の女はこの動きに合わせて踊った。彼が子供を降ろして寝かせた き、そ 子は『私は男の子だ。しかし、尻当て布
（（
（
をつけるのだろうか、そうはし
ないのだろうか。 私は女の子の服を着る か、 それとも男の の服か 』と思った。
　子供は大きくなり、遊びを外でするようになった。
M
astam
ho
は彼
に一連のテストを受けさせた 彼は少年に弓を作っ 与えたが、少年はそれを放り出した。神はもっときれいな弓を与えたが、それ 放り出して、少女たちと人形で遊び始めた。それで
M
astam
ho
は彼に
H
atsinye- tom
esike
という新しい名を与え、 一組の四角柱状のサイコロ
（女の賭博遊びで使うもの）を作って与えた。
M
astam
ho
は全ての女や
少女に、 少年はサイコロ遊びの長になるであろうと言った。
M
astam
ho
は歌い、少年は耳を傾けていた。
M
astam
ho
が四回歌うと、その後少
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年は四方に向いて四回踊った。神は呪術で自らの体から女の服を作り出し、少年に与え、着方と振る舞い方も教えた。神はそれから彼に女たちを（家の外への）踊りに引率せよと指示した。少年 女たちに向かい、進行方向後ろ向きで進み、女たちは彼に向かって続いた（これはモハーベの踊りの標準的なパターンであ ） 少年は大きな声で歌い、女たちは彼に合わせて歌い（踊った） 。歌いながら少年は女たちに唾を吐きかけた（唾を吐きかけることはシャーマンが治療 使う普通の技法である） 。顔に塗ったように白い斑点ができ 。歌 踊りに続いて、
M
astam
ho
は南の方に皆を導き、
M
iakw
a’orve
に連れて行った。 」
３
―
３　アリハの儀礼
　前記クローバーの中に記載された神話に続いて、一連のものとして話
者が語ったものを、クローバーは神話というより実際の儀礼の説明であるとして区別して記載した（
kroeber, 1972:20 ） 。それに基づいた短縮版
が
H
andbook of Indians of C
alifornia （
K
roeber, 1925:748- 49 ）に収めら
れている。以下は、その短縮版の訳である。「モハーベは異性装者をアリハと呼んで、 若者をこの状態に導く儀式を行う。少年は自分がアリハだという夢を見て、そ 後はそれ以外のことはしてみようがないのだと、彼らは言う。儀式の夢を見た四人の男たちを迎えに（人が）やられた。男たち （儀式の準備をする）家で夜を過ごし、紐を縒り、アリハになるものが儀式以降身につけるスカ
ートを作るための細く切った木の皮を集める。若者自身は、二人の女が脇に座って、横たわっている。男たちが紐を縒るときに次のように歌う。
このようにそれを巻けあのようにそれを巻け
そして、スカート 完成に近づくと次 ように歌う。
私はそれをもつ私はそれを置くそれはできたそれは終わった聞け！耳を傾 よ！
これらの歌は、歌い手たちが夢で
M
astam
ho
神といたときに得たもの
であり、そ 夜の間、神がこの儀式の最初の執行を命じるのをどのように見たかを告げているものだ。
　（翌）朝に二人の女は若者を抱き上げ、戸外に連れ出す。歌い手の一
人はスカートを身につけ、四歩で（具体的にどのような行動か不明）川まで踊ってゆく。若者は後に続き 真似をする。 （川に着くと）彼らは皆沐浴をする。そこ すぐに二人の女は彼 新しい着物 前の部分と後ろの部分 与え（着せ） 、彼の顔を白く塗る。四日後に彼はもう一度白く塗られ、それで（そこで アリハになる。このような人物は女のようにしゃべり 笑い、ほほえみ、座 動く。彼らは賭け事では
モハーベのアリハ（ベルダーシュ）
7
強運だが、モハーベのいうには、若死にする。彼らが治療する様々な性病もまたアリハと呼ばれること 暗示的なことである。
　時には、しかし男よりはるかに希だが、少女が男の身分になること
が
Yum
an
族とモハーベ族で生じる。少女は
k
（（
（
w
am
i と呼ばれ、女と結
婚するようだ。彼女の新しい地位を印し付ける儀式はない。 」
　デヴルーもこのクローバーの資料を引いているが、これ以外にさらに
二つの説明を、自身の調査の内容と て紹介している。それを要約して引用する。前記を儀礼の説明
１
とし、以下を説明
２
と説明
３
とする
（
D
evereax, 1937:506- 508 ） 。
　説明２
「儀式は、平らな土地で行われる。地面の両側に見物人があらかじめ集まる。片側にはスカートを持った女が、他方には歌い手のつい 少年がいる。歌い手が歌い、少年は踊る。儀式のこの部分が終わると、歌い手は少年に女の着物のあらゆる部分を説明する。 （女の）着物の作り方をどの女も知って るわけではないので、歌い手はイニシエーションを受ける少年の着物を作 ために腕の い女 あらかじめ選んでおく。アリハはそれから川 連れて行かれ 沐浴する。彼は古い名前を持ち続ける。彼 リニージであれ女性がもつ氏族名前を付けられることはない。フワメに対してこういう儀式をするかは分からな 。 」
　説明３
「歌い手が道（地面）の中心に尖った棒で円を描く。二人の女に導かれて少年が連れてこられて、円の中心に入れられる。二人の女は少年の母と母方の祖母であるのが普通である。もし少年が円の中心にそのまま公衆の視線にさらされて立っ いる気がありそうなら、彼は儀式を受けるであろうことはほとんど確実だ。聴衆の陰 隠 ていた歌い手が、歌を歌い始める。歌声が少年に届くと直ちに女がやるように踊り始める。徐々に歌い手は踊っている少年に近づく。歌 テキスト（歌詞）に従ってパントマイムを 演じ いる間は別にして、踊りのステップは変わらない。 もし少年が公的にアリハになる気がないなら、踊りはしない。もしなる気があるなら、 まっすぐ彼の心に入っいって、かなりの強さで踊 だろう。自分ではそれをどうすることもできないのだ。四番目の歌の後で、彼はアリハと宣言さ る（公に認められる） 。彼を円の中心に導いたのと同じ女が 他の女も共 つい（二人で） 、コロラド川に彼を連れて行く。沐浴の後、スカートを受け取る。彼は踊りの場に連れ戻され、女の服装をす 。 （それを見 ）人々は解散する。同じ儀式はフワメにも行われるが そのとき 尻当布をつける。 」
　細部は異なるものの、儀式の三つの説明でいわばその骨格は共通であ
るということができる。ロスコーはファン・ヘネップのいう通過儀礼の三つの相、すなわち分離、過渡（移行） 、統合の局面を儀礼の中に読み取
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ることができるとしている（
R
oscoe, 1998 ） 。
３
―
４　アリハの呪術的機能
　先に述べたようにアリハは頭皮踊りの中での指導的、祭司的役割を神
話では規定されている。もとの語りは長いものである（
K
roeber, 
1948:28- 34 ）が、その簡約版がクローバーのハンドブックに収められて
いる（
K
roeber, 1925:761 ） 。しかしあまりに簡単すぎてここで引用しても
理解できないと思われる。ロスコーがわか やすく要約して紹介している（
R
oscoe, 1998:142- 43 ）ので、それを利用する。
「この話の中で中心人物は
N
yohaiva
という、世の始まりの時期に生ま
れた、女を表象している昆虫である
（（
（
。
N
yohaiva
は
M
iakw
a’orve （部族
のパーティ地域）で夢から覚めた。直ちにとても『好い夢を見た』ので人々にその夢を伝えたいと述べた。彼女は少し移動して、もう一つの踊りの場所（
M
iakw
a’orve ）を造って、 『皆さんこの場所に来なさい。
ここに来て遊び、歌い 楽しい時を過ごしなさい。そして、私は皆さんに結婚してもらいたい だ』と告げた。それに続く移動の旅で、一群の人々に歌を教え、
W
alapai （
Yum
a
語族に属する一部族）に狩の仕
方を教えた。四人 老人に会ったとき、彼らは皆兄弟で彼女を殺 うと企んだが、彼女は彼らに戦いを宣言した。 女 衣服と髪型を（より男性的に）変 、顔 四本の水平 線を描いた。自分の唾から作った魔法の玉を使って敵を眠らせ、彼女は敵の一人の首（すなわち頭皮
（（
（
）
を親指の爪で切り離した。服の下にその頭（皮）を隠し、彼女は人々を四人（四はこの地域の先住民にとって呪術的ないわば聖数である）のアリハのいる場所に連れて行った。
N
yohaiva
はそれから頭皮踊りを
先導した。頭（皮）を四回投げ上げ、頭皮について 歌を歌った。それから彼女はそれ 柳の柱に結びつけ、 『戦があっ 、 皮が剥がれたら（敵の頭皮を剥いだら）私 したように人々はするであろう。かれらは踊り、楽しむであろう。皆は上機嫌で踊り 歌うであろう。 』と宣言した。彼女は頭（ ）を南に投げ、それはそこで岩に変わった。して自ら
A
visoqw
ilye
すなわち『
H
aw
k M
ountain 』と呼ばれている岩
に変わった。 」
　現実にもアリハはこの頭皮踊りで特別な役割を果たすことがデヴルー
の記述で分かる。
　デヴルーは、アリハは臆病者と思われている、と述べている。モハー
ベ語で「お前は臆病者だ」という罵りは「
m
alyhaek 」というのだが、こ
こに「
alyha 」が含まれていることが分かる。現実にアリハは男なら皆加
わる とが期待されている戦闘に参加すること ない。しかし、アリハは不思議な儀礼的役割を果たす。襲撃から戻った戦士たちのための「凱旋祝宴（
yakkisaalyk ） 」でアリハは女の立場を取って参加することがで
きる。祭りでは戦で親族を失った老女たちは、戦に行かなかっ 男たちを次のようにして愚弄する。すなわち、彼女たちは回りを樹皮でくるんだ木でで ている男根を用意するか、彼らの（繊維を編んで紐にしたも
モハーベのアリハ（ベルダーシュ）
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ので作った）スカートの前をひねってただ出っ張らせるかして、群衆の中を練り歩く。そのとき家に残っていたものの前でこれを脚の間からつきだして、 「お前は男ではない、アリハに過ぎない」と言ってののしる。アリハも大抵はこの木の男根か、古い棍棒を用い 、このあざけり行為に耽る（
D
evereax, 1937:517 ） 。
　ここで、 「凱旋祝宴（
yakkisaalyk ） 」とデヴルーが言うものは、明らか
に
N
yohaiva
の頭皮踊りである。ここでは若い男女は髪を白く塗って四
日四晩踊る（
R
oscoe, 1998:142 ） 。そのとき性的な交流も行われる。
４　家族や地域社会の態度
　このようなアリハやフワメに対する態度は、いわばアンビバレントな
ものである。家族は、先ず少年や少女の、反対の性に対する傾性を抑制しようとするようだ。ただし、厳しい罰を与えたりなどはしない。例えば女の子がレズビアン的性行動を取ったとしても 半ばあきらめ気分でそれを抑制してフワメになるのを止めようとはす が そう見込み ある試みとは思われ いない（
D
evereux, 1961:266 ） 。それは男の子の場合
も同様で、女の遊びなどを好む少年を暫く見守った後、これはこの子本性だから致し方ないと 、儀礼を受けさせることになる。先に述べたように、儀礼の最初 部分で、アリハの神話から由来す 歌をシャーマン ちが歌っても反応し ようだ 、家族はほっとする いう。また後に述べる 、家族すらアリハは幾分気が違ってい と考え、アリハになることを喜ばないという。つまり、アリハ いうものには明らかに
否定的な態度を示しているのだが、夢見で与えられたと思われるアリハへの少年の先天的な傾向性については 本人にも自分たちにもいかんともしがたいこととして、 （消極的ではあるが）肯定的な姿勢を取っている。
　このようなアンビバレンスは、地域社会の見方の反映である。人々は
夢に依り様々な力を得る を信じている
（（
（
。どのような人になるか、ど
のようなことができるかは夢が決定的なのである。もちろん私はこんな夢を見たから、 いって勝手な主張ができるわけではない。様々な神話で語られたエピソードに照ら て、神話をよく知るものたちが是認を与えることで、社会的 意味を持つのであ 。神話が範型になって、現実が作られてゆくということができる。そのような夢によっ 特別な力を得たと思わ るものには社会は介入しないらしい。また若者の非行 どでも、性的な活動や破壊的な行動 どは、盗みなど事物に関する非行とは区別されているよう 、将来 シャーマン 予期させる（つまり、いずれ彼がシャーマンの力を得る る）もの 考え れ あ り強く咎められない。むしろ社会的に見守られ という。これと同じ態度ベルダーシュを予想 せるような行動に対しても取 れる。
　このような態度は儀礼を経てアリハになった後も維持される。先に述
べたような奇妙な行動 とるアリハに対して、決して（面 向かって）揶揄し り侮辱したりはしない。本人もど みようも い なのだからと考えるのである。しかし、次に述べるようにアリハ 対する潜在的な恐れがそれを抑制 ている面もあ と思われ 。その代わり、ア
10
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リハと共に暮らす「夫」あるいはパートナーにはかなり執拗な嘲りが向けられる。これはフワメの「妻」に対しても同様で、こちらの方が一段と辛辣であ ようだ。その内容は性的な当てこすりがどちらの場合も多いが、フワメの場合、興味本位のからかいと言うより、むしろ他に相手がいないわけでもないのになにゆえ選りに選ってフワメなどと、というような、フワメのパートナーと る女性へ 感情 （ねたみも混じった）非難のニュアンスが含まれているもの ようだ。フワメにして アリハにしても配偶者としてまともな存在とは考えられていな のである。周囲のこの態度のために、ただでさえ不安定なモハーベの結婚のなかでも、ベルダーシュと 関係は壊れやす
　しかし、ベルダーシュは、強い力を持つシャーマンでもあるので、そ
の力は恐れられている。デヴルーはベルダーシュは例外的 強力なシャーマンで殊にフワメがそうであると書 て る（
D
evereux, 1937:516 ） 。
概念としては別なの 、彼らが全てそのままシャーマン わけでないが、モハーベのイメージの中では結びついて るのである。シャーマンは気味の悪い物事や奇妙な行動に結びついて表象されている。例えば誕生前の胎児 ファ タジー（夢）や、他殺や自殺 どの破壊的傾向などである。そして ベルダーシュもこのような子宮 中で 夢見が特徴的 の
　このように、モハーベではベルダーシュに対 ては軽侮の気持ちと恐
れの気持ちとが同時に存在している。まさにアンビバレント 存在なである。象徴的に考えると、これは特別な存在 ある。取り立てて特徴
もなく、何の注意もひかないごく当たり前の大多数の成人男女とは明らかに区別される、異なる存在であることを示すものである。
５　考察
　アリハの社会的／ジェンダー的地位を二つの面から考察し、その意味
を明らかにしたい。一つは普通の男子の成人（成熟）儀礼（
puberty rite ）
の分析であり、もう一つはセクシュアリティの検討 。
５
―
１　成人儀礼
　アリハのイニシエーションがかなり詳しく分かっても、それだけでは
アリハの社会的地位の理解が十分にできるわけではない。普通 男子の通過儀礼はどのようなも か、アリハの儀礼とどのよう 関係があ のか、さらには女子 成人儀礼（成女儀礼）との関わりはど かなどは、どうしても観察すべき事項である。
　先ず、成女儀礼に簡単に触れる。男子儀礼は女子のそれをモデルにし
て構成されており、儀礼の構造お び意味は女子のそれ 対応するとデヴルーは考えているからである。モハーベの女子 人 は、多くの前近代社会に広く見られ ように、初潮をきっかけに行われる。隔離とタブーの遵守とが儀礼の内容である。通常の住居の一室 炉 つく その暖めた灰の上に仰向けで横たわって、四日間過ごすのがほぼ標準的なやり方である。そのための特別な小屋は造 ない そ 間食べ物や行動などにいくらか禁忌がある。この忌みが過ぎ と少女 川で沐浴し、通
モハーベのアリハ（ベルダーシュ）
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常の生活に復する。
　多くの社会と同じように、女子の場合は家族・親族レベルでこの儀礼
は行われ、地域共同体の関与するものではない。その意味で、公的というより私的な性質のものであ またこ 儀礼の後、正式な性生活が許されるとか結婚が認められるとかということはない。これ以前から男女とも性的な活動は自由に行わ ているからである。 儀礼の意義としては、女性 しての健康や出産の安全などをもたらす予防的な効果が文化的に了解されている。
　女性の場合は性的、身体的な成熟ははっきりした印と共に認識される
ので、儀礼の契機、意義共に分 りやすい。しかし、男子の場合は女子のような分かりやすさはない
　モハーベの男子成人儀礼 、基本的には少年の鼻中隔に穴を開け、自
宅での四日間 安静（忌みというほど禁忌のあるも では い）後に、六〇マイルほどの遠距離走を行うこ がそ 内容として人々に認識されている。以後「鼻棒（
nose stick ） 」やその他の飾りを鼻中隔に通して生
活する。モハーベでは、アフリカやオーストラリアなど 民族のよう性器の加工をしたりすることはない。女子と同様に性的行動はそれ以前から社会的に抑制されていない で、この後に初めて（改まって）性生活が許されることもない 他の社会 に年齢組織（ れ自体モハーベにはない）での（呼び方などに表現される）位置づけが変わるわけでもない。そう う意味では全く「非
―
性的」な儀礼である。そもそも少
年の身体的成熟に伴 第二次性徴が、この儀礼を行う契機になっている
わけではない。むしろ行動上の変化などが、儀礼を受ける時期の手掛かりになっているようだ。
　また、全ての男子が受けるわけではない。身体の弱い少年などは受け
ないこともある。一定の適齢の少年の集団に、地域で公的な儀礼として執行するわけでは い。執行者はたまたま鼻中隔の穴開けに習熟したものが、夏期に、多く 自分の居住地で個別に うことを に周知し、それに応じて少年が集まるだ あ 。執行者と施術を受けた少年との間、および共に受けた少年同士の間に特別な関係は形成されない。執行者は報酬も特別な敬意も受けない。
　これまでの説明では儀礼の「非
―
性的」な特質が際だっているように
見えるのに対し モハーベ族自身は の儀礼は女子の成熟儀礼に相当する「男性の（
m
asculine ）等価物」であると観念している。女子儀礼に類
比されることで、大人の男性であることを明瞭に示す意味 性的 ニュアンスを帯びてく である。この「矛盾」 デヴルー 精神分析解釈で解決しようとす 。それは見かけ 「非
―
性的」な内容が性的な
意味を帯びていることを明らか す 作業 。それを私 再構成して要約すると、次のような論理とな （
D
evereux, 1949 ） 。
　先ず一般的に、イニシエーションには少年の「去勢」という性的な要
素が入っていると彼は前提す 。去勢は多くは割礼や下部切開などの男性器への侵襲によって象徴的に表現され い してそれら は通過儀礼の「移行」の段階においての、少年 「破壊」 、 「子供化」 、 「女性化」ともいうべき一時的「非
―
男性化」の意味がある。そして、次の「統合」
12
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の段階で再生、回復、あるいは（男性性の）再活性化の儀礼が行われると想定する。換言すればイニシエーションにおいては「 （少年の）死と（男性としての）再生」が儀礼的に演じられるということができる。
　次に、精神分析の教えるところでは、 「上昇的な置換」を通して鼻はペ
ニスとワギナ双方を象徴する。鼻の「男性 ンボリズム」によって、モハーベの儀礼では思春期の少年の鼻＝ペニスを切断（
m
utilate ）する、す
なわち去勢しているこ になる。しかし モハーベの信念では、鼻 穿孔はモハーベの生活で大切な、走 こと スタミナを増強するものであると観念されている。デヴルーの論理構成 は後に分かるように、これは性的な力の強化儀礼と も理解すべきものになる。
　同じく鼻に穴を開けることは、血を流す「ワギナ化（
Vaginalization, 頭
文字は原文のまま） 」であって、鼻の「女性シンボリズム」が明らかになる。少年たち 穴を開けられる痛みで泣くこと 許されていないことは重要であるとデヴルーはいう。少女が破瓜時あるい 出産時に痛みで泣いたりしてはいけないのと同様の意味がある する。つまり こ シンボリズムで、血に関係する女子成熟儀礼との関連づけを彼は精神分析的に構築する。
　このように、穿孔の対象となる鼻という器官は、極めて性的な意味を
帯びているが、儀礼のもう一つの要素である走る行為および走者 スタミナへの関心は、儀礼の性的な意味をさらに確証してくれるとデヴルーはいう。モハーベの この儀礼の制定神話 も うべき神話 中 鳥に関するエピソードでは、長く飛ぶ めのスタミナを得るために鳥 嘴に
穴を開けたとされる。また、性的能力を失うことを恐れている老人の調査時の夢などから、走 ことは飛ぶことを媒介にして性交と象徴的に関連づけられるとデヴルーはいう。性的能力 走ることとの関連は、モハーベの無意識 中ではっきり確立したものであるように見える。この結びつきを前提とするなら、この鼻中隔穿孔の儀礼は偽装された男子成人儀礼であるという解釈が実証されると彼は考える。つまりこの儀礼を経ることで、走 スタミナに表現されるような男の性的能力が増強 るのであり、極めて性的な儀礼とな 。
　以上がデヴルーの説だが、仮に彼のいうようにこの儀礼が男子成人儀
礼であるとしても そのこと自体がアリハの地位について直接何かを明らかにしているわけではない。つまり、 はこの鼻中隔穿孔 儀礼を受けないことが明らかにならなければ らない。しかし、それについての情報は、デヴルーにもデヴルー 記述から かがえ 他 研究者の記述にもはっきりとはうかがえない。
　アリハの地位について、ロスコーは次のように言っている。 「この儀礼
の目標は、デヴルーのインフォーマントが〝強調して述べている〟 （引用符による強調は原文）ように 儀礼を受けるもののセックス 変えることではなく、少年の地位から成人のアリハへ 移行をもたらす（実現する）ことである。この全ては男と女の人格とは異な （別個の）人格
（（
（
の
自律的なカテゴリーとして アリハおよびフワメ役割 解釈と矛盾を来さない（
R
oscoe, 1998:151 ） 。 」これは正当な理解である。しかし、ロスコ
ーはその根拠と る理路を説明 いない
（（
（
。そもそも彼はモハーベの男
モハーベのアリハ（ベルダーシュ）
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女のイニシエーションの資料を参照していない。これを私なりにこれまでの論述に従って説明すれば次のようになる。男性的な生き方、つまり戦闘などに参加する気持ちが自覚されてくるような時期が、思春期よ少し前頃から始まるのであろう。そ 様子 見て大人は少年たちに鼻中隔穿孔の儀礼を受けるように促すのであろう。そし またその頃、アリハになるべき少年もその女性的な指向性の特徴を鮮明にするか、幼 ときからそういう傾向があった子 つい 、人々が臨界的な時期と感じるかするのであろう。そして少年はいずれかの儀礼を受けること な 。片方は成人 男性になり、他方は「成人のアリハ」になる。こ で完全に進路が分かれ、異なるカテゴリーの存在になる。ロスコーは多元 ジェンダー観に基づいて、アリハもフワメ 男 と同じ独立のジェ ダーであると主張したいようである（
cf. R
oscoe, 1998, C
hap. 7 ） 。しかし、少
年たちがたどる二つの道筋が互い 異 る独立のジェンダーかは、別検討が必要だ。ジェンダーの特質を分析でき 項目 一つ セクシュアリティである。それが次の課題とな 。
５
―
２　セクシュアリティ
　アリハのイニシエーションは、多くの人々の参加を求めて行われる。
多くの人にわざわざ触れを出すのは、少年 親族が人々に儀礼を見てもらいたいことと、少年が女の服を着てい の 慣れてもら た からであるとデヴルーは述べた上で、 「かような『慣れる』 めの宴会は、人が片目を失った場合にも開かれる」とわざわざ本文の括弧 中で注を付け
ている（
D
evereux, 1937:508 ） 。アリハの場合は、片目を失った場合と異
なり宴会はないが、何か関連があるように感じる。別の箇所で彼は次のように述べている（
D
evereux, 1961 ） 。
　男女とも殊に（未婚の）若いときに事故（木の枝で目を突くなど）で「片目」を失った場合、親族が宴を催して集落の人を招待してもてなす。大昔は作物を配ったが、後年 馬の導入以後）馬を殺して食べさせることに変わった。この殺された馬 失明した人の身代わりで、死者の国で失明した人を待つといわれている。若くして片目を失明することは「死んだも同然」 （
op. cit.:367 ）ともみなされ、この儀礼はその公的な表明と
も思われる。
　トラコーマなどで全盲になったとして 、このような儀礼は行われな
いし、そ そも「死んだも同然」の状態になぞらえられたりはしない。片目の時にだけなにゆえ「死んだも同然」と考えら よう 災難なのかは問題であるとデヴルー したうえで、次のように彼なりの考えを述べている。 「唯一の手がかりは、片目を失うこ はその人 まだ いときに殊の外痛ましいと、明白に述べられていることである。おそ くそ魅力の少なくなった姿 ために、恋人を得る努力 遂行す 際 、不利となるからであろう（
loc. cit. ） 。 」
　ここでのデヴルーの解釈のように、この範囲内の現象だけを合理的に
了解しようとすることは、必ず も納得のいくもので な 。例えば片目を失うことで恋人や将来 配偶者にとって魅力を失うのであれば、全盲ではさらに魅力が少なくなると考えてもおか くはない。しか 、若
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くして全盲になったとしてもこの儀礼は行わないようなのだ。
　デヴルーは、モハーベでは聾唖であることは精神病であるとみなされ
ると言っている（
D
evereux, 1961:248 ） 。そして聾唖以外の、精神障害の
象徴として使われ 唯一の身体障害は、 （全）盲であるとクローバーが指摘してい ことを述べ いる（
op. cit.:251 ） 。おそらく、男女が互いに求
愛する普通の状況への参加が、コミュニケーションの障害により、これらの人々は困難である モハーベはみているので なかろうか。これに対して半盲に それらは可能である ハンディキャップを負っている、ということなのであろう。求愛の普通の状況へ 参加 様態で、両者は区別されている ではないかと思う。
　このように「若いときに」 「片目を失う」ことが「死んだも同然」と考
えられ、 「馬の犠牲を伴う宴会」を行う するなら、次に「馬の犠牲を伴う宴会」が行われる状況や、 「死んだも同然」 され 他の場面を考え合わせてみる必要があろう。
　馬の犠牲を伴う宴会が行われる場面は他 二つある。土地の境界争い
（（
（
（
op. cit.:368- 69 ）と、インセストとして禁じられているイトコとの近親
婚が行われた場合であ 。インセストとしての結婚 つ 議論 いる節で、その婚姻儀礼 馬を殺して食べたりすることに関して、あたかも精神分析の自由連想法のようにインフォーマントたちが関連づける儀礼が二つあり、それらは片目を失ったときの儀礼 土地の境界争いの際の行動であるとデヴルーは述べている。それら三つの社会的行為が、深層の（象徴的）意味に敏感なシャーマンたちによって強調されて
いるという（
op. cit.:366- 69 ） 。
　近親婚の場合は婿が自発的に馬を提供して、人々がそれを食べること
に彼は同意する。近親婚は一種の部分的・社会的死であると観念されている。また「死んだも同然」の状態については、近親婚のカップルの婚姻儀礼と片目の喪失の儀礼とが明瞭にモハーベによって関連づけされているという（
op. cit.:369 ） 。
　このように類似の意味と形をもつ、しかし場面の異なるいくつかの儀
礼を並べると、相互の連関が浮かび上がってくる。馬 犠牲を伴う宴会はないにしても、人々にその姿を見慣れて らうため 儀礼を行うアリハの場合と、例えば半盲の場合やインセスト的な結婚の当事者 場合との象徴的な地位の類似性は感じ取 こと でき 。すなわちこれら全ての事例は、何らかの意味で普通の男女 セクシュアリティ は異なる意味を帯びている である。ある セクシュアリティに関して、普通とは異なる場に置かれている で 。
　モハーベの結婚は儀式など形式張るところがなく極めて簡単で、ただ
一緒に暮らすようになるだけ ことであると、先に紹介した。ところが、インセストとされる結婚をしたカップルは この 場合 異なり、はっきりとした「婚姻儀礼」 行うことが求められ それが馬を殺すことである。かつては婿の所有地 （土地争 で負けた時のように）放棄させられたが、現在は馬を差し出して、宴会を開くことに変わった。その意味は、二人のそれぞれの親族との絆 切る 、二人が社会的に死んだも同然なこと、殺さ る馬 死 身代わりである 観念され
モハーベのアリハ（ベルダーシュ）
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ることなどであると（インフォーマントによって多少理解は異なるが）され 。しかし一番重要なことは、このカップルには離婚なしに生涯共に暮らすことが社会から求められることである。普通の男女は性的 ほとんど自由な生活をしているが、 ひとたびインセスト的な結婚をすると、それが許されないのである。その意味で普通の男女 関係性から「疎外される」 も「切り離される」ともいうことができる。
　さらに関連していえば、行為としてのインセストは狂気によって生ず
るわけではないが、しかし犯した者に狂気を引き起こすことはあると考えられている（
op. cit.:87 ） 。また、インセストの結婚のカップルからは
聾唖者が生まれがちだと考えられている。先 述べたよ に聾唖はまた一種の「狂気」とみな ている（
op. cit.:366 ） 。そして、ベルダーシュ
は幾分気が狂っている （
crazy ） とみなされているのである （
op. cit.:503 ） 。
　片目を失った人も、おそらく普通の男女の求愛関係からは疎外されて
いる。インセスト的な結婚の当事者と半盲の人とアリハとについて、彼らのセクシュアリティ 特殊性は、普通の男女 自由な交際の場からの疎外ある は切り離しと理解することができる。
　さらにまたもう一歩踏み込んで言えば、アリハは他 二者と同じく
象徴的には「死んだも同然」なのである。むしろこの現世において死に近しい存在とされるようなのである。アリハの儀礼のところで紹介したように、クローバーは、アリハは賭け事では強運だ 早死にす としている（
K
roeber, 1925:749 ） 。ただしデヴルーは他の
Yum
an
語族の近隣諸
部族のいくつかで われている信念す わち ハ 早死にす う
信念は、モハーベは共有しないといっている（
D
evereux, 1937:156 ） 。し
かし、シャーマンとしての特殊 性質の一つとして若死にをあげることは一般的にあり得る。それにモハーベのシャーマンも長生きしたがらないのである。同系の近隣部族に 、このアリハは若死にするという信念があることを思えば、何らかの事情でデヴルー インフォーマントたちには共有されていなかったと見 方が適切である。つまりいう話 、 意味アリハは「死んだも同然」であるといっている点で、他の二つと同質の情報 考えることができる。以上 よう 比較 脈絡に置けば、これら三者を象徴的に同質のものと認識することができる。
６　まとめ
　これまでの議論で提示した論点を整理すると、アリハについては、そ
のための特別なイニシエーションが用意 こと 呪的な力 関連づけられていること、気遣いと軽侮を同時に受ける存在で るこ などから、普通の男や女とは異なる存在であることが強く感じられる。そのような地位につい 次の二点を特徴として指摘でき 。
　① 　通過儀礼からみた地位　モハーベの少年が経験する通過儀礼が二つある。その儀礼によりそれ
ぞれ、ある少年はアリハと社会的に認知され、他の大多数の少年たちはかつては鼻中隔に穴を開けて飾りを付けた（普通の）男になる。思春期を画期として二つの儀礼 少年を二つの異なる道筋に分ける。 あるいは、
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二つの異なる成人の地位として確定する。
　② 　セクシュアリティに関した地位　アリハの ついては、日常の求愛行動などにおいて
普通の女とは異なる扱いを受けていると判断できる。片目を失った人やタブーを破って近親婚を行った人が行う、イニシエーション以外の様々な儀礼と比較すれば、通常の男女の交際の場からの一種の切り離し 、彼らと同様アリハも受けているといえる。
　これらを踏まえてアリハのジェンダー的な地位について結論的に評価
をする。 先ず、 アリハは第三のジェンダーであると ロスコーの主張 （
cf. 
R
oscoe, 1998 ）は概念的には可能である。ただ、アリハ／フワメが男／
女と対等に並び、日常的な四つのジェンダーカテゴリー 構成するとはいえない。つまりモハーベは多元的ジェンダー（
m
ultiple gender ）の社
会であるとは即断できない。議論のところで詳しく述べたように、象徴的に考えてみれば、次のように普通の男女 は異なる位置に置かれるだろう。例えば「アリハ／フワメ：男／女」 対立 それぞれ聖：俗、非日常：日常、周縁：中心、記号（徴）付き：記号（徴）なし、の対立に重なるだ そのような存在であれば、 女と 横並びでは く、アリハ／フワメは位相差がある存在だと思わざ を得ない。アリハの位置は立体的な空間に措定する必要があるの る。仮 水平軸と垂直軸設定してその交点（中心）に普通の成人である男女を置く アリハの位置を水平軸を含む空間に投影すればアリハは中心から遠く周縁に置かれ
る。垂直軸を含む空間に投影すれば、おそらく上か下か、あるいは上にも下にも状況によって置かれることになろう。それは象徴的意味としては聖、あ いは非日常であることは明らかである注（１） 　デヴルーは
hom
osexual （および
hom
osexuality ）ということばについて、
二つの使い方をしている。ひとつは同性間性行為（及びそれを常習的に行う人）であり、もう一つはアリハ、フワメの同意語としてである。後者の意味については、
transvestite
を互換的な同義語として用いている。特にアリハは女
性の服装をするといわれているからである。
（２） 　ズニ族の男性ベルダーシュは、葬儀の時女性のドレスと男性のズボンを着
て葬られた。ロスコーはこれを混合的なジェンダーを示すものと考えている。C
f. R
oscoe, 1992 。
（３） 　このような話は、神話ではしばしば人のカテゴリーを設定する話と理解し
た方がよい場合があるが、 ここでは女性の つ四 の相貌、 あるいは女性の示す多面的なあり方を表現しているものと理解するのが適当であろう
（４） 　原文は
breech clout 。日本のもので類比するなら越中褌に近い形。
R
oscoe, 
1998:145
に
Q
uechan
族のフワメがこれを付けている写真がでている。腰に巻
いた細い紐に、 前から後ろにかけて幅広の布を渡して股間 覆う。 成人男性の普通の服装。
（５） 　フワメは
K
roeber, 1925:749
ではこう表記されている。 舌の奥を軟口蓋に付
けて出す音な で、ハともカとも聞こえるので ろう
（６） 　これをロスコー わざわざ括弧の中で説明を付して、 「世の始まりの時に
は人と動物、男性と女性 分化は未だ完成していなかった（
R
oscoe, 
1998:142 ） 。 」としている。しかしクローバーは「
N
yahaiva
は昆虫であった。彼
モハーベのアリハ（ベルダーシュ）
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女は女として出現した（
K
roeber, 1948:27 ） 。 」と書いている。人と他の生き物
たちは神話的時代には互いに姿を変える一種の流動状態にあることは、ナバホの神話でも観察できる。 かしそのときでも男と女ははっきりと区別され、世の始まりの時から男と女は存在したことを理解させる（
cf. 藤崎
2007a
他） 。
ロスコーはモハーベ その一部である
Yum
an
語族に属する諸族について、夢
でジェンダーが変わるというより夢がセックス自体を変えると考えるQ
uechan
族のような部族もあるとしている（
R
oscoe, 1998:144 ） 。多元的ジェ
ンダー（マルチプル・ジェンダー） 考え方を彼は正当化したいので、ことさらにジェンダーの柔軟性を強調しているの はないかと思える。
（７） 　
K
reober, 1925:752
に、 「鼻、口、顎とのどが作る三角形をのぞいた頭部全
体の皮」と書かれている。髪の毛 ついて る。
（８） 　スチュアートは「特別な才能や技能の全て、人生での注目に値するあらゆ
る成功は、 それ が戦闘や恋愛や賭博においてであろう 、 あ はシャーマンとしてであろうと、全て適切な夢見に依存していると信じられている（Stew
art, 1983:65 ） 。 」 と述べている。 夢見は彼らの文化全体の中心観念なのだ。
多くの研究者がモハーベは夢見の文化だと特徴付けるのは不思議ではない。
（９） 　「人格」と訳した原文は
personhood
である。個性とか「人であること」な
どと訳されるが、ここでは社会的に認められた人のカテゴリ 意味 使われており、地位とか、あ いはただ「人」と訳しても差し支えな ところである。
（
1０） 　ズニの男性ベルダーシュについては同趣旨の論証を いる。
C
f. R
oscoe, 
1992 。
（
11） 　土地争いでなぜ馬を犠牲にする宴会が行われるようになったかは、デヴルーに説明がある（
D
evereux, 1961 ）が、直接今の議論に関わらないことと、紙
幅の制約から省略した。
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